
ものづくり創造工学科カリキュラムマップ

1．基礎 2．専門分野 3．汎用的技能 （応用的能力）
5．総合的な学
習経験と創造
的思考力

1-1．数学・自
然科学

1-2．工学基礎
2-1．機械工学
の基礎

2-2．加工・生
産

2-3．設計・デ
ザイン

3-1．課題発
見・解決力，論
理的思考

3-2．コミュニ
ケーション・ス

キル

4-1．チーム
ワーク，自己
管理力

4-2．倫理観
4-3．市民とし
ての社会的責
任

4-4．生涯学修
力

5．創成能力
（システム設
計）

到達目標

工学の諸問題
に対処する際
に必要な数学
および物理学
の基礎知識を
身につけ、問
題を解くことが
できる。

機械工学に関
連する幅広い
基礎知識を有
し、それらを工
学の諸問題の
解決に応用で
きる。

機械設計の基
礎および機械
の基本原理を
身につけ使う
ことができる。

工作機械を
使って機械加
工ができる。

CADシステム
やCGツールを
利用してもの
づくりに必要な
図面やモデル
を作成できる。
また、設計・デ
ザインの知識
を活かしたも
のづくりができ
る。

問題解決に必
要な情報を収
集し、それを
基に考えるこ
とができる。ま
た、目的を達
成するため
に、粘り強く自
律的に学習で
きると共に論
理的な判断・
行動ができ
る。

日本語（や英
語）の文章を
読んで内容を
正しく理解する
ことができる。
また、自分の
考えを適切に
文書や口頭で
説明できる。
そのために必
要なプレゼン
テーション能
力を身につけ
ている。

協調性を有し
ており、科学
的・技術的課
題に対し、
チームワーク
により問題設
定・解決がで
きる。自分に
与えられた仕
事を達成する
ために、自己
の体調・時間
を管理するこ
とができる。

技術者倫理の
知識があり、
自己の技術行
為に責任を持
つことができ
る。

広い視野を有
し、一社会人
として必要とさ
れる行動、判
断を自ら行
い、社会に役
立つものづくり
について考え
ることができ
る。

時代とともに
変化・発展して
いく社会に対
し、常に学び
続けることが
できる姿勢を
身につけてい
る。

設計－加工－
試作というも
のづくりのプロ
セスを学び、
創造力を働か
せてものを作
（創）っていくこ
とができる。ま
た、工学の諸
問題に対し
て、基礎知識
や実習での経
験などを総合
的に用い、か
つ必要な情報
を収集して問
題の解決がで
きる。

国語基礎Ⅰ/Ⅱ 〇 ◎ ○

日本語表現法＆基礎演習 〇 ◎ ○

英語表現法＆基礎演習 〇 ◎ ○

英語特別演習 〇 ◎ ○

英会話初級 〇 ◎ ○

保健体育Ⅰ/Ⅱ ○ ○ ◎

生涯スポーツⅠ/Ⅱ ○ ○ ◎

日本語のはじまり 〇 ◎ ○

社会と経済のしくみ 〇 ◎ ○

企業経営学 〇 ◎ ○

くらしと法律 ◎ ◎ ○

地球環境論 ◎ ○ ◎

地域産業学 ◎ ◎ ◎ ○ ○

キャリアデザインＩ 〇 〇 〇 ◎ 〇

キャリアデザインⅡ 〇 〇 〇 ◎ 〇

企業研修Ⅰ/Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○

工学基礎演習Ⅰ ◎ ○ ○

工学基礎演習Ⅲ ◎ ○ ○

工学基礎演習Ⅳ ◎ ○ ○

工学基礎実習 ◎ ◎ ○

創造設計演習Ⅰ ◎ ◎

創造設計演習Ⅱ ◎ ◎ ◎

システムデザイン実習 ◎ ◎ ◎ ◎

卒業研修 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

工学解析基礎 ◎

工学解析演習 ◎ ○

工学解析演習A ◎ ○

工学基礎演習Ⅱ ◎ ○

工学設計演習 ◎ ◎ ○

物理学基礎 ◎

工業力学 ◎ ○

材料力学基礎 ◎

流れ学基礎 ◎

4．態度・志向性（道徳的能力）
育成すべき
知識・能力
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熱力学基礎 ◎

機械工学実習 ◎ ◎ ○

機械製作法 ◎

機械設計 ◎

プロダクトデザイン実習 ◎ ◎ ○

工業材料 ◎

生産工学入門 ◎

機構学 ◎

自動制御 ◎

産業組織と工学倫理 ◎ ○

図学基礎 ○ ◎ ○

機械製図 ○ ◎ ○

CAD基礎 ◎

デザイン学基礎 ◎ ◎

ビジュアルデザイン ◎ ◎

コミュニケーションデザイン ◎

データ処理法 ◎

微分積分学 ◎

微分積分学演習 ◎

線形代数学(A)&演習 ◎ ○

応用数学Ⅰ ◎

応用数学Ⅱ ◎

基礎化学演習 ◎

電気工学概論 ◎

情報工学概論 ◎

ロボティクス基礎 ◎

CAD応用 ◎

CG基礎 ◎ ○

マルチメディア ◎ ○


